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第 2 章「正極に LiCoO2および負極にグラファイトを用いた全固体リチウムイオン電池の開発」では実用
的な負極であるグラファイトを用いた全固体電池の検討を行った。これまで、負極にグラファイトと硫化物
系固体電解質を用いた全固体電池に関する報告は少なかった。その理由は、どちらの活物質にも安定し










した。また、被覆後の焼成温度により性能が左右され、熱処理温度が 400 ºC よりも 300 ºC の方が良好な
電池性能を示すことを明らかにした。これは高い焼成温度により Niまたは Coが Li4Ti5O12層内に拡散す
ることにより Li4Ti5O12が変性するためと考察した。 
 
第 4 章「Li2S–P2S5系硫化物固体電解質の高イオン伝導化」では 70Li2S–30P2S5硫化物系固体電解質
のさらなる高イオン伝導化を試みた。酸化物系固体電解質においては粒界抵抗が高く、粒界を含めた全
イオン伝導率が 10−4 S cm−1台以下と電池材料に使用するには低い値しか示さないことが知られている。
本研究では、硫化物系固体電解質にも同様な現象があるとの仮定に立ち、粒界抵抗低減によるイオン伝
導率向上の検討を行った。その結果、加熱融着処理により粒界抵抗の低減と緻密化を実現することがで
き、1.7×10−2 S cm−1 というこれまでで最高レベルのイオン伝導率を示すことを明らかにした。 
 
第 5 章「固体 31P MAS-NMR による結晶化度の定量化手法の開発とイオン伝導率への影響の評価」で






とが明らかとなった。結晶化度を 100％に近づけた場合にはイオン伝導率が 10−2 S cm−1を超える可能性
が示唆され、電解質の高イオン伝導化において熱融着に代る可能性を示すことができた。 
 
第 6章「新規 Li2S–B2S3–X系硫化物固体電解質の開発」では 70Li2S–30P2S5硫化物系固体電解質に
代わる高性能な固体電解質の開発を行った。具体的にはLi2S–B2S3組成にLi4SiO4をドープし、さらにガ
ラスセラミック化することで新たな結晶相が析出し、このガラスセラミックがイオン伝導率は 10−3 S cm−1を超
える高い値を示し、全固体リチウムイオン電池に適用可能なものであることが明らかになった。 
 
第 7章「総括」は、第 2章から第 6章までの研究結果の概要を記し、総合的な議論を行った。 
 













 平成 27年 2月 13日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
